
 

 
 

 梅雨の季節を迎え、蒸し暑い日が増えてきました。これから本格的な夏に向けて、熱中症や夏バテに

注意が必要な時期です。水分補給や十分な睡眠を心がけ、元気に毎日をすごしましょう。 

 

 

 梅雨が明けると、WBGT（＝暑さ指数）が高くなり、熱中症の危険が高まります。

宮前平小学校では、「川崎市立学校熱中症対策指針」に基づいた対応をしています。活

動時間を短縮して実施をしたり、場合によっては中止をしたりと、児童の安全を第一

に判断をしてまいります。保護者の皆様にも、引き続きお子さんの朝の健康観察を行

っていただき、一緒にお子さんの健康を見守っていただきますよう、ご協力のほどよ

ろしくお願いいたします。 

 

WBGT（＝暑さ指数）とは、熱中症を予防

するための目安です。「暑い」というと、気温

が高いことだと思うかもしれませんが、気温

だけでなく、私たちの体や健康に大きく関係

する周りの状態（湿度、日射、気流）も考え

合わせて作られています。これからの季節は、

「今日の WBGT はいくつかな？」とテレビの

ニュースや天気予報、宮前平小学校の東昇降口

の掲示などで確認するようにしましょう。 

 

 

◆夏休みの過ごし方 

いよいよ夏休みが始まります。楽しく夏休みを過ごすためには「早寝・早起き・朝ごはん」が大切です。

早めにぐっすり眠ることで、朝はすっきりと起きることができます。そして、朝ごはんも美味しく食べるこ

ともできます。すると、午前中から元気に活動することができ

ます。また、生活習慣を整えることは、熱中症にもなりづらく

なります。 

 充実した夏休みを過ごすために「早寝・早起き・朝ごはん」

を心がけましょう！ 
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引用：健康教室 東山書房 

のどがかわく前の水分補給が、熱中症予防の第一歩です！

８月２５日（火）に元気で会いましょう！ 

暑さ指数を東昇降口に 

掲示しています！ 
※１時間おきに測定 

※川崎市立学校熱中症対策指針も同様 
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だよりは３ページあります。 



 

◆定期健康診断について 
 

▼定期健康診断の結果について 

全ての健康診断の結果を載せた「定期健康診断の記録」を個人情報ファイルに入

れて、７月１０日（金）に持ち帰りを予定しています。お子さんの健康診断結

果をご確認ください。なお、個人情報ファイルのみ、７月１７日（金）までに

担任へお戻しください。よろしくお願いいたします。 

※今年度より、「けんこうカード」の発行はありませんので、押印は不要です。 

 

▼「結果のお知らせ」について 

 「結果のお知らせ」に治療を要する記載があった場合は、早めに医療機関の診察を受けるようにお願いい

たします。なお、医療機関より受け取った「結果のお知らせ」は担任にお渡しください。 

 

▼定期健康診断 欠席者の検診について 

 内科や歯科、耳鼻科、眼科など学校医による検診を欠席された場合は、「定期健康診断 欠席者の検診に

ついて」と書かれたお便りを配付しています。お便りを受け取った方は、保護者付添いの上、学校医の診療

所で健康診断を受けることができます。希望される方は、事前に電話連絡の上（耳鼻科は予約不要）、予約

をしていただき、来院の際は配付したお便りを必ずご持参ください。検診項目によっては健診可能期間が異

なるため、詳細につきましては配付したお便りをよくご確認ください。 

 

※今年度、尿検査を未提出でご心配な方は、泌尿器科やかかりつけの医療機関にてご相談の上、受診をして

検査をお受けください（※費用は自己負担）。検査をお受けになった方は、お手数ですが検診結果を連絡

帳等でお知らせいただきますよう、よろしくお願いいたします。 

 

 

◆歯科健康診断結果のお知らせについて 
 ６月２５日（木）の歯科検診終了後、異常の有無に関わらず全員に結果のお知らせ

の用紙を配付いたします（入力、点検作業の都合上、配付までに１週間程お時間を要

します）。お受け取りになりましたら、次の内容を参考にお子さんの結果をご確認く

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

全ての健康診断が終了しました。 

ご協力ありがとうございました！ 

今のところ治療の必要はありませんが、

注意をして予防に心がけましょう。 

受診の必要はありません。 

疾病異常の疑いがあるので 

なるべく早く受診しましょう。 



〈安全な水筒の持ち方について〉 

日頃から、児童が水筒の紐を肩や首から掛けて通学している姿を多くみかけます。水筒を肩や首から掛け

た状態で移動していると、転倒した際に水筒が腹部と地面の間に挟まれる形になりやすくなります。その結

果、腹部を強く打ったり、内臓を損傷したりといった重大なけがにつながる恐れがあります。児童の安全を

守るため、登下校時の水筒の持ち方について、各ご家庭の状況に合わせた工夫をお願いいたします。 

 

【対策のアイデア】 

◆ランドセルの中に入れる（ただし水漏れを防ぐため、ビニール袋に入れることを推奨） 

◆手提げ袋（サブバッグ）に入れて持ち運ぶ 

 

 学校でも児童に、遊具等で遊ぶ際は水筒を置いてから遊ぶこと、水筒を持ったまま走らないことなど、安

全な持ち方について指導を行ってまいります。ご家庭におかれましても、ぜひ一度水筒の持ち方についてお

話しいただきますよう、ご協力をお願いいたします。 

 


